
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点教育目標 「確かな学びを通して自信をもち、未来の創り手となる生徒の育成」   第５号  

     

◇出かける度に、「気をつけて」のひと声を  
 明日から３０日間の夏休みに入ります。生徒には、
学習に限らず生活全般において、目的(課題)意識を

もって過ごしてほしいと話しておりますが、港祭りの再

開をはじめ、世の中の雰囲気はコロナ第７波の拡大

をふまえても、夏を楽しもうというムードになってい

ます。したがって、開放的な気分が助長され、子ども

たちが羽目を外して事故などに巻き込まれないかど

うしても心配になってしまいます。生徒には事前指

導を行っておりますが、夏休みの心得(生徒指導だより）

には、全市的な約束事項等も書かれております。しっ

かりと目を通し，お子さんとも話し合いながら、特に

夏型事故(水難・自転車・夜間外出等)やネットトラブルに

はくれぐれも気をつけるよう、そして、お子さんが、

心身のリフレッシュも含めて自律的な生活が送られ

るよう見守ってあげて下さい。 

そこでお願いです。 

お子さんが出かける時には、「気をつけて･･･」と必ず

声をかけてあげて下さい。「毎回毎回わかってるよ。」「し

つこいなあ。」等と言われても続けて下さい。明確な根

拠はありませんが、必ずや、一番のおまじないとして本

人を守ってくれるような気がするのです。 

生徒全員が有意義な夏休みを過ごし、明るい笑顔

がそろって学校が再開できることを願っています。 
 

◇８/25(木)学校再開 何も心配いりません 
内田也哉子さん(女優故樹木希林さんの娘)の著書『9月

１日母からのバトン』は、希林さんが病床で、「９月１日
（全国的には２学期始業日）は、夏休み明けで学校に行け
ない子ども達が大勢自殺する日なの。死なないでど
うか生きていて下さい･･･。」とつぶやいたことをもと
に書かれたものです。也哉子さん自身、子どもの頃
にいじめを体験しており、著書には集団に馴染めな
い生き辛さをかかえ、それでも学校に行かなきゃな
らないプレッシャーや、行かないことで親を悲しませ
ている罪悪感等に押し潰され、自ら若い命を断つ
子ども達を一人でも救いたいという熱い思いが綴
られております。 
同様に、学習課題の積み残しや久しぶりの集団

生活への不安で登校しぶりを示す生徒もおります。 

本校では、授業の積み残し課題以外は、PC のＡ
Ｉドリルを活用する等、自分の課題を克服する自主
学習が中心となります。それでも、不安や困り感が
見られましたら、夏休みの最終日またその前日の学習
会にて（全学年実施）、個別にサポートしますのでぜひ
とも参加させて下さい。なお、仮に課題の積み残し等
があろうと、登校してから本人と話し合いながら対
応(解決)策を一緒に考えますので、どうぞ心配なく
登校させていただきますようよろしくお願いします。 

◇全力に悔いなし 中体連総合大会終了！ 

”湯中プライド”として、やりきるメンタル、良きマ

ナー、感謝の気持ちを胸にのぞんでほしいと送りだ

した本大会。幸い全会場をまわれた私の目には、格

上相手に最後まで必死にやりきる姿や、負けても

深々と頭を下げ、相手や関係者、保護者や会場に

礼をする清々しい選手の姿が印象に残りました。 
 

負けないことは 立派、 
負けたことに負けないことは なお立派 
剣道範士中里 誠八段の言葉 

です。負けた時は，一生懸命練習 

に励んできたほど、やりきれない 

複雑な気持ちになります。悔しけ 

れば悔しいほどその取組は本物でしょう。結局、優

勝した１チーム(１人)以外はすべてどこかで負ける

のです。しかし、大会に向けてきた情熱や努力した過

程、目標に向かい仲間とともに歩んだ時間に勝敗は関

係ありません。また、負けた後の態度や言動に、人と

して、アスリートとしての姿勢が表れ、それらが選手

をより成長させていきます。報告会での姿や、その

後の学校生活の様子か 

ら、大会を終えた選手達 

（特に引退に向かう３年生） 

が、ひと回り大きく見え 

ました。 

   この夏は少し慎重に                 校長 田上直広 
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前期期末テストに向けて 
 夏休み明けの８月２３日(火)、２４日(水)に３
年生、８月３１日(水)、９月１日（木）に１、２
年生の前期期末テストを実施します。前期中間テ
ストに向けた取組や学習方法を見直し、この夏休
み期間にはテスト勉強に取り組むことが大切で
す。ご家庭での学習環境づくりにご協力をお願い
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

修学旅行・宿泊研修 
 コロナ感染者が徐々に減少し、緊急事態宣言が
解除されたことから、学校における旅行的行事に
ついても、制限付きで実施が認められることにな
りました。 
そこで、３年生は昨年より１泊多く、８月２８

日(日)～３０日(火)２泊３日で道内(後志・札幌方
面)への修学旅行を実施します。また２年生も、昨
年実施した校外学習ではなく、９月１３日(火)～
１４日(水)１泊２日で江差・大沼方面での宿泊研
修を実施します。さらに１年生は、９月に「湯川
学」という湯川の歴史や文化などを、 
実際に地元を歩いて学習するという 
ことも行います。それに先立ち、７ 
月４日には湯川寺副住職の筒井氏に 
ご講演をいただきました。 

中体連総合大会などの結果 
総合大会期間における、ご理解とご協力 

ありがとうございました。 
 

【野球】 
１回戦 湯川１２―１４港 

【男子バスケットボール】 
    １回戦 湯川３３―４９港 
【女子バスケットボール】 
    １回戦 湯川２３―３１桔梗 
【サッカー】 
    １回戦 湯川５―３北 

２回戦 湯川１―２桔梗 
【女子バレーボール】予選Ｌ３位 
 決勝Ｔ１回戦 湯川２―０巴 

２回戦 湯川０―２港 第３位 
【男子ソフトテニス】 
 団体戦 第３位 
 個人戦ベスト８(三箇･荒川)  
【女子ソフトテニス】 
 団体戦予選リーグ敗退 
【水泳】(女子)(全道大会出場) 
1 年河瀬悠那  50ｍ自由形   29‟50 第２位(全道出場) 
         100ｍ平泳ぎ  1‛26‟91 第３位(全道出場) 
2 年坂田凜音   100ｍ自由形  1‛03‟92 第１位( 

200ｍ自由形  2‛20‟70 第１位(全道出場) 
【体操】(全道出場) 

2 年圓子 允埜 男子一部１位（ゆか１位・鞍馬２位・跳馬２位・鉄棒１位） 
1 年小野寺駿太 男子二部１位（ゆか１位・跳馬１位・鉄棒２位） 

2 年真船 花奈 女子二部１位（跳馬１位・平均台１位・ゆか１位） 

1 円畑本 彩心 女子二部２位（跳馬３位・平均台２位・ゆか２位） 
【新体操】(全道大会出場) 
2 年石岡珠花   種目別クラブ 12,000 第３位 
       種目別リボン 10,100 第６位 
       個人総合    22,100 第２位 
 

 

吹奏楽コンクー
ル，中体連全道大
会出場生徒の健闘
を祈ります！ 

おめでとう！  ２年渡邉蓮華  
第 49 回社明標語入りポスター展 

 「日本放送協会函館放送局長賞」(優秀賞) 

 

≪８月行事予定≫ 
 ８日（月）学校閉庁日

１１日（木）山の日 

２３日（火）3 年前期期末テスト① 

２４日（水）3 年前期期末テスト② 

２５日（金）全校集会（始業式・ 

教育実習生着任式）職員会議 

２７日（土）テスト前部活動中止  

２８日（日）3 年修学旅行  

２９日（月）代表・専門委員会 

３０日（火） 前期期末テスト① 

３１日（水） 前期期末テスト②*
 

夏休み期間の市立学校（園）閉庁日について 

湯川中学校は，８月８日～１０日の３日間となります 

〈 学校閉庁日期間中の緊急連絡先 〉 

○函館市教育委員会 学校教育部教育指導課 

 ℡ ２１－３５５７（8 時 45 分から 17 時 30 分） 

○函館市役所    夜間休日受付 

 ℡ ２１－３００６（17 時 30 分～翌日 8 時 45 分） 

学校運営協議会
 ７月４日、授業参観日に合わせて第 1 回目の
会議を開催いたしました。生徒のＰＣを使った授
業や活発な取組に感心しておられました。その
後の会議でも引き続き学校の良きパートナーと
して支えていただけることを確認することがで
きました。 
 

委員長  古西 朋子さん  元ＰＴＡ会長  
副委員長 村井 幸子さん  湯川２丁目町会長          

委員 加藤 弘さん  前湯川２丁目町会長        
成田 弓子さん 元ＰＴＡ会長   
真船 健章さん 現ＰＴＡ会長           
田上 直広 湯川中学校 校長  

事務局 宮前 由一   〃   教頭           

生徒指導部より 
 今年は、港まつりなど、徐々に開催されるイベン
トが多くなりましたが、新型コロナウイルス感染
がなくなったという状態ではありません。感染防
止の観点から、様々な場所での適切なマスク着用
や手洗いうがいを励行するようにお互いに気を付け
ましょう。また、毎年、小・中学生の水の事故や交
通事故などがニュースになります。ちょっとした
気のゆるみから、思わぬ事故が起きたりします。
特に自転車の使用においては、自動車との接触事
故だけでなく、歩行者との接触事故への注意も必
要です。ご家庭でも、お配りした生徒指導部だよ
りをもとに声かけをお願いします。何かありまし
たら、中学校(59-2008)へご連絡下さい。 

  

 

 


